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令和６年10月27日（日）、杉並

正用記念財団及び杉並区共催のもと

「杉並清掃工場 環境フェア2024」

を開催し、約2,500名の方々がご来

場されました。アトラクションや清

掃工場の自由見学などを通して、ご

みの減量や環境を守ることの大切さ

を学ぶとともに、当工場を身近に感

じていただいた一日となりました。

これからも、「地域にとけ込み、

信頼される清掃工場」を目指してま

いります。

環境フェアでは、杉並正用記念財団主催で、近隣小学校

（高井戸小、富士見丘小、高井戸東小）の4年生が制作した

環境啓発に関する絵画及び作文の表彰式を開催しました。

これらの作品は当工場の見学者通路に展示しています。

表彰式の様子見学者通路の作品

工場5階見学者通路の様子(射的など)

専用地下道探検の様子屋外会場の様子

杉並清掃工場では、令和７年１月から３月に

かけて、焼却炉を停止して定期点検補修工事を

実施しています。その中で蒸気タービンの開放

点検を実施しました。

蒸気タービン発電機とは、ごみの燃焼により

生じた蒸気でタービンの羽根車を回転させ、そ

の回転力を用いて発電する装置です。発電した

電気は、工場内の電力として使用し、余った電

力は電気事業者に売却しています。

開放点検とは４年に一度行う法定点検で、

タービンを分解し、各部品の精密点検や整備を

行います。

タービンの羽根車

各部品の分解点検

各部品の動作点検
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杉並清掃工場のバラ花壇

杉並清掃工場では、ボランティア団体「杉並清掃工場アンネ・ロザリアンの会」と協働で、近隣の区立高井戸

中学校から株分けされたバラを育てています。活動は月に２回程度、バラの育成に必要な作業を行っています。

バラの花は西側広場のチムニー（煙突）ガーデンをメインに、南東踏切近くのレイルサイド（線路際）ガーデ

ンなど、工場の各所で見ることができます。特に5月と10～11月頃、バラの花が満開になるように手入れしてい

ます。

アンネ・ロザリアンの会は、一緒にバラの手入れをしていただける会員を募集しています。ご興味のある方、

ご参加をお待ちしています。詳しくは杉並清掃工場までお問い合わせください。

モバイルバッテリーや携帯型扇風機な

ど小型充電式二次電池を含む製品が誤っ

て清掃工場に持ち込まれると、火災の原

因になることがあります。火災によって

清掃工場が損傷すると、修復までに多大

な時間と費用がかかり、ごみの収集に遅

れが出るなど、区民生活に影響が生じて

しまいます。

ごみを出す時には、分別方法の確認を

お願いします。

ボランティア活動の様子
5月には綺麗なバラが咲きます

令和６年12月23日（月）、第102回杉並清掃工場運営協議

会を開催しました。運営協議会は、地域住民代表、杉並区、

清掃一部事務組合の３者で操業について報告又は協議する場

として設置されたものです。当日は、操業状況や環境調査結

果等の報告を行いました。なお、排ガス等の調査項目は基準

値を十分に満たしています。

資料は、東京二十三区清掃一部事務組合杉並清掃工場ホー

ムページに掲載しています。
運営協議会の様子


